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イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
本
部
造
船
・
船
舶
解
撤
／

I
C
T

・

電
機
・
電
子
部
門
担
当
部
長

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
便
り
第
12
回
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法
の
支
配
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
属
す
る
権
利

を
含
む
人
権
の
尊
重
と
い
う
価
値
観
を
掲

げ
、
域
内
社
会
統
合
を
促
進
し
、
着
実
に
加

盟
国
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
労
働
運
動
も
E
U
と
と
も
に
発
展
し
、
域

内
共
通
の
労
働
法
・
規
制
の
整
備
や
、
域
内

の
多
国
籍
企
業
に
お
け
る
欧
州
従
業
員
代

表
委
員
会
（
E
W
C
）
の
設
立
と
そ
の
機
能

強
化
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

（
E
W
C
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
労

働
組
合
・
従
業
員
代
表
者
と
経
営
側
が
労

働
・
仕
事
・
会
社
経
営
に
つ
い
て
対
話
・
協

議
す
る
場
。
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
オ
ー
ル
が
推
進
し
て
い

る
多
国
籍
企
業（
M
N
C
）

労
働
組
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
E
W
C
を
基
礎
に

し
て
創
設
さ
れ
た
も
の

も
多
い
。）

　

2
0
1
6
年
６
月
、
イ

ギ
リ
ス
で
の
B
R
E
X

I
T
を
問
う
国
民
投
票
の
結
果
は
多
く

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
労
働
組
合
、
と
り
わ
け

イ
ギ
リ
ス
の
労
働
組
合
を
落
胆
さ
せ
ま
し

た
。
B
R
E
X
I
T
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
は

E
U
の
労
働
規
制
か
ら
除
外
さ
れ
、
今
後
の

E
W
C
へ
の
参
加
形
態
も
不
透
明
で
あ
る
ほ

か
、
な
に
よ
り
も
経
済
（
イ
ギ
リ
ス
に
お
け

る
外
国
投
資
の
43
％
は
E
U
か
ら
）
や
（
特

に
製
造
業
に
お
け
る
）
雇
用
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル

加
盟
組
合
で
イ
ギ
リ
ス
最
大
の
製
造
業
系

産
業
別
労
組
の
U
N
I
T
E
は
相
当
な
危

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
民
主
主
義
と
労
働
運
動
の
行
方

〜
B
R
E
X
I
T
、
ト
ラ
ン
プ
現
象
、
押
し
寄
せ
る
保
護
主
義
の
波
〜

　

2
0
1
6
年
11
月
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領

選
挙
の
開
票
真
っ
最
中
、
私
は
担
当
し
て

い
る
造
船
関
連
の
労
働
組
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催
し
て

い
ま
し
た
。
開
票
速
報
が
接
戦
州
に
差

し
掛
か
っ
た
と
き
、
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン

ト
ン
陣
営
を
応
援
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
労

働
組
合
の
参
加
者
が
会
議
の
途
中
で
突

然
叫
び
ま
し
た
。「
O
h 

N
o
！
、
い
っ

た
い
何
が
起
こ
っ
て
い
る
ん
だ
…
」
そ
し

て
、
イ
ギ
リ
ス
の
参
加
者
が
呟
き
ま
し
た
。

「
B
R
E
X
I
T（
イ
ギ
リ
ス
の
E
U
離
脱
）

国
民
投
票
の
時
と
同
じ
だ
…
」
会
議
終
了

直
後
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
の
当
確

が
ニ
ュ
ー
ス
で
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
欧
米
参

加
者
の
間
に
は
悲
壮
感
が
漂
い
、
ま
る
で

2
0
1
7
年
が
労
働
運
動
に
と
っ
て
厳
し

い
年
と
な
る
こ
と
を
暗
示
し
て
る
よ
う
で

し
た
。
B
R
E
X
I
T
、
ト
ラ
ン
プ
現
象
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
、
保
護

主
義
。
こ
れ
ら
の
潮
流
は
労
働
運
動
の
根

幹
を
な
す
民
主
主
義
の
今
後
の
行
方
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
そ
の
影
響
を
最
も
強
く
受
け

る
可
能
性
の
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
主
主
義

と
労
働
運
動
の
行
方
に
つ
い
て
焦
点
を
あ

て
た
い
と
思
い
ま
す
。

B
R
E
X
I
T
の
衝
撃

　

欧
州
連
合
（
E
U
）は
、
独
特
な
経
済
的

お
よ
び
政
治
的
協
力
関
係
を
持
つ
民
主
主
義

国
家
の
集
ま
り
で
す
。
E
U
加
盟
国
は
み

な
主
権
国
家
で
す
が
、
そ
の
主
権
の
一
部
を

他
の
機
構
に
譲
る
と
い
う
、
世
界
で
他
に
類

を
見
な
い
仕
組
み
に
基
づ
く
共
同
体
を
作
っ

て
き
ま
し
た
。（
例
え
ば
、国
連
の
専
門
機
関

と
し
て
労
働
問
題
を
取
り
扱
う
国
際
労
働
機

関
（
I
L
O
）
へ
の
加
盟
は
国
家
単
位
、
条

約
の
批
准
は
E
U
単
位
で
行
わ
れ
ま
す
。）

1
9
9
3
年
の
発
足
以
来
、
人
間
の
尊
厳
に

対
す
る
敬
意
、
自
由
、
民
主
主
義
、
平
等
、

写真 1　Unite the Union が 2016年
11月に発表したレポート。同労組の
ホームページよりダウンロード可能。
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ど
深
刻
な
経
済
・
社
会
問
題
を
抱
え
て
い
る

E
U
。
E
U
主
要
創
設
国
で
あ
る
イ
ギ
リ

ス
の
離
脱
が
決
定
し
た
こ
と
で
、
E
U
各

国
で
E
U
懐
疑
派
が
台
頭
し
、
E
U
の
掲

げ
て
き
た
社
会
統
合
型
民
主
主
義
は
停
滞
し

て
い
く
と
い
う
見
方
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、

い
わ
ゆ
る
ト
ラ
ン
プ
現
象
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

地
で
拡
大
し
て
お
り
、
E
U
加
盟
国
28
カ

国
中
（
2
0
1
6
年
１
月
時
点
）、
12
カ
国

で
極
右
あ
る
い
は
右
派
政
党
が
躍
進
し
て
い

ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
E
U
離
脱
、
難
民
・

移
民
の
排
除
、
保
護
主
義
を
掲
げ
る
右
翼
政

党
「
国
民
戦
線
」
の
支
持
率
が
急
上
昇
し
て

お
り
、「
ト
ラ
ン
プ
氏
よ
り
も
危
険
」
と
評

さ
れ
る
党
首
の
マ
リ
ー
ヌ
・
ル
ペ
ン
氏
は
い

ま
や
本
年
春
に
行
わ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
大
統
領

選
の
有
力
な
候
補
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
そ
の
ほ
か
、
３
月
の
オ
ラ
ン
ダ
総
選
挙
、

９
月
の
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
選
挙
が
控
え
て
お

り
、
E
U
の
枠
組
み
が
維
持
で
き
る
の
か
、

あ
る
い
は
停
滞
・
衰
退
期
に
入
っ
て
い
く
の

か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
、
そ
し
て
中
道

左
派
勢
力
を
支
持
す
る
労
働
運
動
に
と
っ
て

重
要
な
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ト
ラ
ン
プ
現
象
は
職
場
レ
ベ
ル

に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
そ
う
と
し
て
ま

す
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
選
挙
期
間
中
一
貫
し
て

「
1
0
0
％
R
i
g
h
t‒

t
o‒

W
o
r
k

を
支
持
す
る
」
と
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

　

R
i
g
h
t‒

t
o‒

W
o
r
k
と
は
労

機
感
を
抱
い
て
お
り
、
B
R
E
X
I
T
下

に
お
け
る
雇
用
確
保
に
む
け
た
産
業
政
策

を
模
索
す
べ
く
、
E
U
非
加
盟
国
で
あ
る
ノ

ル
ウ
ェ
ー
、
ス
イ
ス
な
ど
の
モ
デ
ル
を
事
例

に
35
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
レ
ポ
ー
ト
「
我
々
の

解
釈
す
る
B
R
E
X
I
T
〜
製
造
業
の
雇

用
、
投
資
、
労
働
権
の
確
保
に
向
け
た
U
N

I
T
E
の
戦
略
〜
」（
写
真
１
）
を
11
月
に
発

表
す
る
な
ど
、
な
ん
と
か
E
U
や
E
W
C

と
の
連
携
を
維
持
し
よ
う
と
必
死
で
す
。

追
い
打
ち
を
か
け
る

ト
ラ
ン
プ
現
象

　

長
引
く
経
済
低
迷
、
失
業
率
の
高
止
ま

り
、
難
民
・
移
民
の
増
加
、
テ
ロ
の
拡
大
な

活
動
す
る
組
織
は
加
盟
さ
せ
な
い
。」

　

こ
れ
は
、
2
0
1
6
年
10
月
、
第
２
回
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
世
界
大
会
で
採
択
さ
れ

た
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
の
中
の
一
文
で
す
。

　

今
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
吹
き
荒

れ
る
保
護
主
義
の
風
潮
は
国
家
社
会
間
の
亀

裂
を
生
み
、
労
働
運
動
の
分
裂
を
も
煽
る
も

の
で
す
。
我
々
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
押

し
寄
せ
る
保
護
主
義
の
波
を
全
世
界
レ
ベ
ル

で
食
い
止
め
、
地
に
足
を
つ
け
て
ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ラ
ン
を
遂
行
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
こ
そ
世
界
中
の
労
働
者
・
組
合
を

団
結
さ
せ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
帯
が
必
要
で

あ
り
、
国
際
労
働
運
動
は
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

働
者
が
労
働
組
合
に
加
入
し
な
い
権
利
を

認
め
る
も
の
で
、
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
制
や

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
制
は
禁
止
と
な
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
南
部
州
を
中
心
に
こ
の
制
度

を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
現
実
に
は
経
営
側

は
こ
の
制
度
を
逆
手
に
と
っ
て
プ
ロ
の
労
働

組
合
潰
し
屋
を
高
額
で
雇
い
、
労
働
組
合
に

加
入
し
な
い
よ
う
、
職
場
レ
ベ
ル
で
労
働
者

の
分
裂
、
対
立
を
煽
る
行
為
が
横
行
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
現
象
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
な
反
労
組
的
な
ア
メ
リ
カ
企
業
に
よ

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
業
買
収
が
相
次
い
で
お

り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
労
働
組
合
は
日
々
対
応

に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
重
要
な
国
際
労
働
運
動

〜
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
使
命
〜

　　
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
、
組
合
運
動

の
分
裂
を
克
服
し
て
団
結
を
確
立
す
る
た
め

に
取
り
組
む
。

　

全
国
レ
ベ
ル
に
お
け
る
組
合
の
力
の
源
泉

は
、
労
働
者
の
権
利
を
守
り
、
政
治
的
・
社

会
的
・
経
済
的
利
益
を
促
進
で
き
る
強
力
で

団
結
し
た
労
働
運
動
で
あ
る
。
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
オ
ー
ル
は
、
小
規
模
組
合
が
乱
立
す
れ
ば

労
働
運
動
全
体
が
弱
体
化
す
る
こ
と
を
認
識

し
、
統
合
や
同
盟
、
国
別
協
議
会
の
設
置
を

通
し
て
同
じ
国
の
加
盟
組
織
間
で
団
結
を
強

化
す
る
。
団
結
は
民
主
主
義
の
原
則
に
基
づ

い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
オ
ー
ル
は
、
使
用
者
や
政
府
の
支
配
下
で

写真 2　アメリカ労働総同盟・産業別組合会議（AFL-CIO）が
反トランプ・キャンペーンとして
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写真 2　アメリカ労働総同盟・産業別組合会議（AFL-CIO）が
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ま
つ
ざ
き
・
か
ん
　

１
９
９
８
年
金
属
労
協
に
入
局
。
国
際
局
、
政
策

局
で
主
任
と
し
て
産
業
政
策
、
環
境
政
策
の
立
案

を
は
じ
め
海
外
労
使
紛
争
防
止
ツ
ー
ル
の
作
成
な

ど
に
活
躍
。
２
０
１
０
年
９
月
１
日
か
ら
家
族
同

伴
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
（
現
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
）

に
赴
任
。
現
在
の
担
当
役
職
は
、
産
業
政
策
・
多

国
籍
企
業
政
策
グ
ル
ー
プ
の
造
船
・
船
舶
解
撤
／

I
C
T

・

電
機
・
電
子
部
門
担
当
部
長
。


